
◎履修に条件がある場合があります。「履修条件」の欄にご注意ください。

◎曜日と時限については，変更の可能性がありますので予め御了承ください。

◎学期欄の「前期」は4月～8月上旬，「後期」は10月～2月中旬のことです。

　また，各期は「前半」と「後半」にわかれて，集中して授業を行う科目もあります。なお集中講義の時期は未定です。

◎時限の欄の数字は何時限目かを表しています。　　　6限（18：30-20：00），7限（20：10-21：40）

 科目区分 番号 授業科目名 単位数 時間 学期 曜日 時限 科目責任者 履修条件

1 保健医療科学特論 2 40
前期前半

前期後半(前半3回)
金 6･7 山口　直人 保健医療に関する基礎知識が必要

2 保健医療科学方法論 1 20
前期前半(後半2.5回)
前期後半(前半2.5回)

水 6･7 才津　芳昭

3 医療政策論 1 20 前期前半(前半5回) 水 6･7 岩井　浩一

4 専門英語 1 30 後期 月 6 Ｎ．Ｄ．パリ―

5 生活支援学特講 2 30 後期前半 水 6･7 藤岡　寛

6 リハビリテーション学特講 2 30 後期前半 火 6･7 岩﨑　信明

7 機能回復神経科学特講 2 30 後期前半 金 6･7 河野　豊

8 病態解析診断学特講 2 30 後期前半 木 6･7 山口　直人

9 看護学特講 2 30 前期前半 月 6･7 中村　博文

10 看護学特講演習Ｉ 1 30 前期後半 月 6･7 加納　尚美

11 看護学特講演習II 1 30 後期 月 7 加納　尚美

12 生活支援学特講演習 1 30 後期後半 水 6･7 山口　忍

13 理学療法学特講 2 30 前期前半 月 6･7 冨田　和秀 科目責任者に事前相談すること

14 理学療法学特講演習 1 30 前期後半 月 6･7 水上　昌文

15 リハビリテーション学特講演習 1 30 後期後半 火 6･7 岩﨑　信明

16 作業療法学特講 2 30 前期前半 火 6･7 白石　英樹

・博士前期課程（修士）を修了している者
・作業療法士免許取得後，研究会や学会で筆頭で発
表したり，筆頭著者として論文を書いた経験を有す
る者
・English Journalの読解に困難をきたさない者

17 作業療法学特講演習 1 30 前期後半 火 6･7 齋藤　さわ子 作業療法学特講を履修していること

18 機能回復神経科学特講演習 1 30 後期後半 金 6･7 河野　豊 機能回復神経科学特論を履修していること

19 放射線技術科学特講 2 30 前期前半 木 6･7 阿部　慎司

20 放射線技術科学特講演習 1 30 前期後半 木 6･7 阿部　慎司

21 病態解析診断学特講演習 1 30 後期後半 木 6.7 山口　直人
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